
 

 
 

 
 

 

 

 

   

                                  事務長   黒木 成人 

   新年度を迎えて、早くも 2ヶ月が過ぎようとしています。4月 1日付で 3名の職員が加わり、 

  その働きを継続しています。昨年度よりもよりよいサービスを提供する為に今年度の目標を次の

ようにたてました。今年度もよろしくお願い致します。     

   今回のグレイス新聞は、一日の生活の様子を特集でお知らせ致します。少しでも当施設の 

  理解につながればと思います。 

 

  ＜ 2014 年度目標 ＞  

① 高齢者の尊厳を重視し、地域に根ざした施設をめざす 

・高齢者の尊厳についての具体的な学びを深め、ご利用者に安心できる場所を提供する。 

 

② 適正な事業運営が継続できるよう収入・人員の確保、提供サービスの質の向上をめざす 

・ベッド稼働率 100％を目標 及び通所リハビリテーション利用率向上に努める。 

  ・在宅部門との連携を強化し、お互いの利用率向上に繋げる。 

  ・看護師、介護職員等の人員確保、離職率低減への取組みを強化する。 

  ・利用者アンケート、ご意見箱投書、苦情相談等を真摯に受け止め、迅速に対応する。 

  ・事業運営について現場職員一人一人に周知をする。 

 

③救世軍医療部の目標への取組み 

・報告書・申請書等の様式の一元化を可能なところから実施する。 

・各施設との情報交換、職員交流、研修・勉強会への参加等に積極的に取組むようにする。 

・物流（ロジステイック）、営繕（修繕）の一元化を確立し経費削減に努める。 

 

④施設の設備充実、環境改善への取組み 

  ・社会福祉法人会計基準改定に対応できるよう継続して進める。 

  ・居室のエアコン、エアハンドリングユニットを順次、取替える。(経年劣化による) 

  ・施設内全面禁煙に向けての検討を進める。 

  ・外壁補修計画を立てる。(金額にもよるが 2 年に分けて実施をする) 

 

 

 

施設理念『 キリストの愛を原点に全人的ケアを目指します 』 
 
 
 
  

                                          
 

【 2014 春号（2014 / 6/ 9）】 

2014 年 救世軍標語 

「ビジョンを掲げて」 

『はっきり言っておく。わたしを信じる者は、わたしが行う業を行い、また、もっと大きな業を 

行うようになる。わたしが父のもとへ行くからである。』   

(ヨハネによる福音書 14章 12 節) 
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